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１．はじめに

岡　林　秀　興

⑴ 日本の保健システムは世界一 ⑵ 国民皆保険制度と医療の崩壊
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⑶ 医療崩壊の原因
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⑷  高度成長期および現在の社会保障
をめぐる政治の動き
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２．わが国における医療の現状と
　　課題

大　森　浩　二

高福祉・高負担は，高（度）医療・高
負担とは異なる
⑴ 少子高齢化

⑵  保険診療システム自体の破綻と医
療提供者側の破綻
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⑶ 今後の日本の医療制度の行方
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⑷  人口当たりの医師数高値にも関わ
らず医療崩壊する実情と原因

⑸ 今後の対策
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河　端　博　也

水と器の関係　 医療の需要と供給の
バランスについて
⑴ 医療崩壊のはじまり
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⑵  医師不足および医師の適正配置に
ついて



10



11

⑶ 医師の診療範囲について

⑷ 医師の仕事量について
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⑸ おわりに

３．経済的視点から見た医療

名　和　正　訓

地域から考える医療の道
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⑴  都道府県別に見た医師数の増加に
伴う医療費の増加を考察する

⑵  自治体病院累積赤字から見る医療
と採算について考察する

表１．
（A）県内医療費 
（億円）

（B）県内総生産
（名目，10億円） （A）/（B） %

北 海 道 17,729 19,742 8.98
青 森 県 3,863 4,275 9.04
岩 手 県 3,631 4,595 7.90
宮 城 県 5,721 8,526 6.71
秋 田 県 3,377 3,695 9.14
山 形 県 3,177 4,115 7.72
福 島 県 5,508 7,830 7.03
茨 城 県 6,989 10,956 6.38
栃 木 県 4,719 8,196 5.76
群 馬 県 4,890 7,550 6.48
埼 玉 県 15,064 20,651 7.29
千 葉 県 13,163 19,918 6.61
東 京 都 30,709 92,269 3.33
神奈川県 19,524 31,184 6.26
新 潟 県 6,154 9,373 6.57
富 山 県 2,988 4,681 6.38
石 川 県 3,256 4,613 7.06
福 井 県 2,190 3,358 6.52
山 梨 県 2,258 3,206 7.04
長 野 県 5,297 8,199 6.46
岐 阜 県 5,281 7,248 7.29
静 岡 県 8,864 16,415 5.40
愛 知 県 17,155 35,820 4.79
三 重 県 4,639 7,700 6.02
滋 賀 県 3,143 5,925 5.30
京 都 府 7,039 10,030 7.02
大 阪 府 24,347 38,529 6.32
兵 庫 県 14,533 18,857 7.71
奈 良 県 3,564 3,771 9.45
和歌山県 3,038 3,568 8.51
鳥 取 県 1,706 2,006 8.50
島 根 県 2,205 2,497 8.83
岡 山 県 5,684 7,311 7.77
広 島 県 8,512 11,999 7.09
山 口 県 4,615 5,946 7.76
徳 島 県 2,508 2,739 9.16
香 川 県 3,075 3,661 8.40
愛 媛 県 4,305 4,761 9.04
高 知 県 2,736 2,346 11.66
福 岡 県 15,205 18,084 8.41
佐 賀 県 2,657 2,936 9.05
長 崎 県 4,756 4,380 10.86
熊 本 県 5,561 5,709 9.74
大 分 県 3,822 4,473 8.54
宮 崎 県 3,262 3,561 9.16
鹿児島県 5,575 5,358 10.41
沖 縄 県 3,292 3,607 9.13

331,286 516,169 平均 7.66
平成 17年度 厚生労働省 内閣府
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表２．
人口１０万対  
医師数（人）

北 海 道 219.7
青 森 県 180.0
岩 手 県 186.8
宮 城 県 208.7
秋 田 県 200.9
山 形 県 203.0
福 島 県 183.5
茨 城 県 155.1
栃 木 県 204.7
群 馬 県 208.6
埼 玉 県 141.6
千 葉 県 159.1
東 京 都 282.0
神奈川県 178.3
新 潟 県 185.2
富 山 県 238.3
石 川 県 254.3
福 井 県 215.9
山 梨 県 199.1
長 野 県 198.9
岐 阜 県 179.9
静 岡 県 177.2
愛 知 県 192.1
三 重 県 186.2
滋 賀 県 202.3
京 都 府 292.1
大 阪 府 250.5
兵 庫 県 213.8
奈 良 県 208.3
和歌山県 257.5
鳥 取 県 281.0
島 根 県 263.1
岡 山 県 264.1
広 島 県 234.4
山 口 県 241.9
徳 島 県 291.9
香 川 県 250.8
愛 媛 県 232.8
高 知 県 275.8
福 岡 県 278.3
佐 賀 県 240.9
長 崎 県 271.3
熊 本 県 252.6
大 分 県 240.8
宮 崎 県 222.7
鹿児島県 230.8
沖 縄 県 216.7
 全国平均 217.5人

平成 18年度　厚生労働省

表３．
県内医療費増
加分（億円）

県 内 医 療 費
/県内総生産（%）

北 海 道 1,296 9.63
青 森 県 515 10.20
岩 手 県 440 8.86
宮 城 県 501 7.30
秋 田 県 333 10.04
山 形 県 304 8.46
福 島 県 699 7.93
茨 城 県 1,306 7.57
栃 木 県 439 6.29
群 馬 県 429 7.05
埼 玉 県 3,370 8.93
千 葉 県 2,331 7.78
東 京 都 392 3.37
神奈川県 2,665 7.12
新 潟 県 763 7.38
富 山 県 155 6.71
石 川 県 117 7.31
福 井 県 171 7.03
山 梨 県 229 7.76
長 野 県 538 7.12
岐 阜 県 705 8.26
静 岡 県 1,229 6.15
愛 知 県 1,927 5.33
三 重 県 567 6.76
滋 賀 県 304 5.82
京 都 府 38 7.06
大 阪 府 962 6.57
兵 庫 県 1,172 8.33
奈 良 県 314 10.28
和歌山県 100 8.79
鳥 取 県 23 8.62
島 根 県 62 9.08
岡 山 県 155 7.99
広 島 県 476 7.49
山 口 県 222 8.13
徳 島 県 14 9.21
香 川 県 121 8.73
愛 媛 県 249 9.57
高 知 県 48 11.87
福 岡 県 237 8.54
佐 賀 県 130 9.49
長 崎 県 101 11.09
熊 本 県 209 10.11
大 分 県 188 8.96
宮 崎 県 226 9.80
鹿児島県 334 11.03
沖 縄 県 253 9.83

合計　27,359億円 平均 8.23%

表４．

病院数 累積赤字

北 海 道 102 1941
青 森 県 32 601
岩 手 県 37 253
宮 城 県 35 572
秋 田 県 14 104
山 形 県 23 514
福 島 県 19 382
茨 城 県 10 140
栃 木 県 6 198
群 馬 県 16 242
埼 玉 県 16 107
千 葉 県 32 450
東 京 都 20 111
神奈川県 22 768
新 潟 県 26 552
富 山 県 12 349
石 川 県 18 342
福 井 県 9 104
山 梨 県 14 191
長 野 県 26 232
岐 阜 県 21 139
静 岡 県 26 544
愛 知 県 34 995
三 重 県 18 272
滋 賀 県 15 319
京 都 府 15 232
大 阪 府 27 1486
兵 庫 県 42 1911
奈 良 県 10 41
和歌山県 13 261
鳥 取 県 8 225
島 根 県 12 274
岡 山 県 21 154
広 島 県 21 537
山 口 県 18 204
徳 島 県 12 174
香 川 県 16 157
愛 媛 県 17 210
高 知 県 11 161
福 岡 県 20 541
佐 賀 県 10 58
長 崎 県 24 301
熊 本 県 20 110
大 分 県 6 106
宮 崎 県 20 281
鹿児島県 14 179
沖 縄 県 8 558
合計 968 18585億円
億円未満を四捨五入しており合計額は
都道府県の値と一致しない。
（毎日新聞　2007年 11月 24日）
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⑶ まとめ
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古　家　敬　三

科学的根拠に基づいた医療政策の立案を
⑴ 医療政策の転換点
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⑵ 科学的根拠に基づく医療費適正化
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４．医療再建のキーポイント

松　井　亮　好

日本の医療を守るために
⑴ 足元から崩れるフリーアクセス
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⑵ 疲弊する医療現場，病院の苦悩
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⑶  見直される新医師臨床研修制度，
新しい地域への医療提供体制の構築

⑷ より良い医療体制を構築するために
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渡　邊　能　行

医学教育と説明責任（アカウンタビリ
ティ）
⑴ 医学部における医学教育の現状
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⑵ 卒後研修と関わる制度設計

⑶ 医師としての適性と医学教育
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⑷  不確実性を有する医学に対する説
明責任

⑸  国民には難しい「医療」への説明
責任
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⑹ 求められる説明責任
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⑺  オープンな医学教育の中で培われ
る説明責任

５．医師会の役割

東　前　隆　司

ミネルヴァの梟は黄昏に飛ぶ
はじめに
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⑴ 医療と政治について

⑵ 医師会の今後の姿勢について
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⑶ まとめ

６．マスコミから見た医師会
　　－感染症を通じた医療体制の考察－

内　田　　　孝

⑴ 梗概

⑵ 本記
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⑶ 結語
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７．まとめ

渡　邊　能　行
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